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COVID‑19の影響下でオンラインを利用した公衆
衛生看護学実習の成果および課題を明らかにするこ
とを研究目的とし，2018年〜2020年に公衆衛生看護
学実習を履修したA大学４年次の学生を対象に無記
名自記式調査を実施した．調査項目は，保健師就職
希望等の基本属性，保健師活動への印象，公衆衛生
看護学実習に対する学習意欲，学習目標項目で構成
した．３週間の実習をオンラインで実施もしくは臨
地実習１週間，オンライン実習を２週間実施した
2020年とそれ以前の実習を比較した．オンライン実
習では教員が，公衆衛生看護活動の実際を実践的に
解説して教授した．有効回答217において，公衆衛
生看護学実習に対する学習意欲９項目中「公衆衛生
看護学実習で保健師から十分関わってもらえた」と
いう主観は，2020年は2018年・2019年に比較して有
意に低かった．2020年の学習到達得点上位には，学
習目標「１．公衆衛生看護活動のプロセス」「２．
保健所と市町村の役割と機能」の項目が複数含まれ
た．オンライン実習や課題学習などにおいて，地域
の概況の把握，地域診断を含めた公衆衛生看護活動
を展開図に記述させること，保健所と市町村の役割
機能を学ぶことは一定の成果が示唆された．しかし，
2018年，2019年は，53項目中94.3％の項目で学習到
達度が８割以上であったのに比較して，2020年は
32.1％にとどまった．また学習到達度が６割未満で

あったのは2018年，2019年は０項目であったが2020

年は15.1％あった．2020年に学習到達度が低かった，
家庭訪問，保健事業及び保健活動，健康相談・健康
教育，地域組織・グループ育成の技術については，
卒後に公衆衛生看護実践力として獲得していけるよ
う支援する必要がある．この実践力の向上のために，
看護基礎教育と卒後教育の有機的な連携のもと，保
健師新任期教育の体制のあり方を確立していくこと
が今後の課題である．

Ⅰ．緒 言

看護学基礎教育の重要な位置付けである臨地実習
は，知識・技術を看護実践の場面で適用し，看護の
理論と実践を結びつけて理解する能力を養う場であ
り，看護教育に欠かせない教育内容である．A大学
における公衆衛生看護学実習は，保健所や市町村に
おける保健活動を通して，地域住民の健康づくりと
QOLの向上を目指した公衆衛生看護活動の展開方
法，保健師の役割と機能を学習することを実習目標
としている．これまで，実習の学習目標53項目の学
習到達度の平均は９割を超え，実習前の低得点者も
高得点者と同様に教育効果を上げる実習プログラム
の学習成果１）を報告した．
しかし2020年は新型コロナウイルス感染症（以下，

COVID‑19）の影響下にあり，各養成校においては，
実習施設，時期，実習内容の変更２，３）等などを余儀
なくされ，看護師等養成所においては，オンライン
や課題を活用した学内実習の報告４，５）も見られてい
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る．厚生労働省医政局看護課が発出した，COVID‑

19の発生に伴う看護師等養成所における臨地実習の
取り扱いについての通知６）では，保健師養成所の公
衆衛生看護学実習について，保健所及び市町村での
実習時間や継続した指導の時間が短縮された場合
は，地区診断等を活用し，地域で生活している人々
に対する理解を深めた上で，健康危機管理に関する
学修の観点から，COVID‑19に関連する活動を実習
時間に含めて差し支えないこと，こうした活動を活
用した学習についてはその目的を明確にし，実習計
画に位置付けること，加えて活動の前後の事前学習
及び振り返りを充分に実施すること，とされている．

2020年はA大学においても，COVID‑19拡大防止
に係る方針を受け，実習内容の方法を変更して実施
することとなった．本研究では，COVID‑19の影響
下でオンラインを利用した実習の成果および課題を
明らかにすることを研究目的とした．

Ⅱ．方 法

１．公衆衛生看護学実習の概要
A大学の公衆衛生看護学実習は，「あらゆる健康

レベルにある地域住民の健康づくりとQOLの向上
をめざし，地域住民の組織的な努力や関係者・機関
との協働を通して，健康課題を解決・改善するため
に展開される公衆衛生看護活動について考察する」
を実習目的とし，４年次前期に実施する．各実習施
設２〜６名のグループに分かれ，A県内７保健所お
よび16〜17の市町村健康増進部門で保健所１週間，
市町村２週間，計３週間の実習を行う．なお，３週
間のうち，保健所の実習から開始する学生と，市町
村の実習から開始する学生がいる．学生は，保健所
や市町村の役割を考察しながら，保健事業や疾病対
策の実際を理解し，保健事業への参加や会議への参
加を通して，保健師と他機関や住民組織等との連携
の実際を学び，公衆衛生看護活動を保健師活動の実
際から理解することを目指している．

2020年度の実習については，臨地実習の実施につ
いてA県健康増進部門へ相談の上，検討した結果，
５月の臨地実習は中止となり，３週間の実習をオン
ラインで実施することとなった（表１）．６月・７
月の臨地実習は１週間に短縮して実施し，２週間は，
オンライン実習を実施した（表２）．オンライン実

習の内容として，教員が地域包括ケアシステム，健
康危機管理，対象別公衆衛生看護活動における対人
支援等，公衆衛生看護活動の実際を実践的に解説し
て教授した．またオンライン実習課題「新型コロナ
ウイルス感染症について一般住民を対象とした健康
教育（啓発）」「２．接触者への面接調査・健康調査
の場面（人権への配慮，不安を抱える対象との信頼
関係構築，接触者の範囲や感染源・感染経路の把握
のための情報収集なども含める）」とし，学生は，
個々が配置されている自治体のデータを参考に保健
師活動を地域診断をもとにPDCAで説明することと
した．また，保健所の精神・感染症対策担当保健師
による「保健所における新型コロナウイルス感染症
の対応」，３名の市町村保健師による「市町村の保
健活動」の説明を聞き，学生からの質疑応答により
学びを深めた．また，新任期保健師３名と学生がオ
ンラインで座談会を行い，COVID‑19の影響下で着
任した体験で感じたこと，保健師の就職を選択した
際の体験などディスカッションを通して共有した．
また，臨地実習における実習計画を当該施設へ行く
学生だけでなく，同クールの学生間で共有し，保健
活動，事業のイメージを具体化するとともに，保健
所，市町村の役割機能を明確化できるよう準備性を
高めた．オンライン実習時間は臨地の実習時間と同
様とした．
臨地実習については，本来であれば，学生は保健

所と市町村双方の実習を行うが，実習期間の短縮に
伴い，学生は３週目に配置されていた保健所又は市
町村いずれかの施設において，１週間の実習に参加
した．臨地実習開始２週間前以降の健康観察表の提
出など学生個人の感染対策を徹底した上で，各自治
体の実施する感染症対策に準拠して実施した．保健
所の臨地実習では講義，事業への参加を通して，市
町・多機関との連携を含む，保健所の広域的，専門
的な役割を理解することが出来た．また難病，結核，
精神疾患を抱えた事例への支援経過と関係機関との
連携を学習した．市町村での臨地実習では，母子・
成人・高齢者を対象とした家庭訪問や健康相談，健
康教育，健康診査，グループ育成等に参加し，保健
師の実践を見て考察した．また地域包括ケアシステ
ム構築のための保健・医療・福祉・介護等の関係者
や関係機関，住民組織，ボランティア等との連携や
協働の実際を学んだ．
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臨地実習から戻った後の学内実習では，学生の臨
地実習における学びの振り返り，および体験を共有す
ることに重点を置き，グループワークを実施し，個人
の学びをグループで，またグループの学びを同クール
の学生全体で統合した．これらを通して，地域の健康
課題を解決・改善するために展開される公衆衛生看護

活動についての理解を深めた．地域診断に基づく
PDCAサイクルについては，住民の声から捉えた地域
の健康課題・地域診断を踏まえ，活動計画を立案，実
践し評価するプロセスを保健師活動の展開図を用い
て，臨地実習での毎日のカンファレンスと学内実習に
おいて，繰り返し思考し，学習を深めた．
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表１ オンラインで実施した実習スケジュール

表２ オンラインと対面を併用した実習スケジュール



２．調査方法と対象者
2018年〜2020年に公衆衛生看護学実習を履修した

A大学４年次の学生を対象に，2018年５月〜７月，
2019年５月〜７月，2020年５月〜７月に無記名自記
式調査を実施した．
３．調査項目
調査項目は，基本属性，保健師活動への印象，公

衆衛生看護学実習に対する学習意欲，学習目標で構
成した．基本属性は，数年後の保健師就職希望，長
期的な保健師就職希望，保健師就職を希望する領域
と保健師就職を希望したタイミング，卒業直後の臨
床看護の経験希望，これまでの保健師との接点の有
無で構成した．保健師活動への印象は，保健師活動
はイメージしにくいと思う，保健師活動に魅力を感
じる，保健師はやりがいのある仕事だと思う，保健
師活動を最もイメージできる時期の４項目とした．
公衆衛生看護学実習に対する学習意欲は，長谷川７）

が述べた，学習モチベーションに影響する「楽しみ」
「目標」「有用性」「ポジティブな体験」「外的要素」
「期待」「努力」「学習の手助け」等11要素を参考に
９項目を作成した．項目作成のプロセスでは，公衆
衛生看護学領域の専門家と検討を重ね，内容的妥当
性の確保に努めた．公衆衛生看護学実習の学習目標
は，「保健師の役割と機能」「保健師に求められる実
践能力」８）から作成された「保健師教育の技術項目
と卒業時の到達度」９）を参考に，A大学実習担当者
で検討し，「公衆衛生活動の展開プロセス」「保健所
と市町村の役割と機能」「保健事業や疾病対策の実
際」「公衆衛生活動」「看護学の各分野の理論の統合
と公衆衛生学の実践」の５つを構成要素とする53項
目で構成した．学習目標に対し，１点：できない，
２点：知識としてわかる，３点：学内演習で実施で
きる，４点：指導の下で実施できる，５点：自立し
てできる，の５件法で回答を求めた．
４．分析方法
項目毎に記述統計を算出した．次に，公衆衛生看
護学実習に対する学習意欲に2018年2019年と2020年
の差をχ2検定にて比較した．さらに，学習目標53

項目の2018年2019年と2020年の比較をｔ検定にて行
い，学習目標平均値の上位10位，下位10位を抽出し
た．また学習目標毎に，４点：指導の下で実施でき
る，と５点：自立してできると回答した割合を算出
し，学習到達度とした．学習到達度が８割未満の項

目，６割未満の項目を抽出し，オンライン実習，課
題学習等で代替可能な内容，臨地実習でこそ学べる
内容について研究者間で検討した．分析にはSPSS

ver.24.0 for Windowsを用い，有意水準を５％未満
とした．
５．倫理的配慮
研究対象者に対し実習終了後に，調査は無記名で

あること，自由意志による参加であり，研究への参
加あるいは辞退が学生の成績に影響しないこと，研
究成果の公表について，書面および口頭で説明した．
調査紙の提出により，研究に同意したものと判断し
た．本研究は山口大学大学院医学系研究科保健学専
攻医学系研究倫理審査委員会の承認を得て実施した
（管理番号506）．

Ⅲ．結 果

１．対象の基本属性（表３）
238配布し，回収した217を有効回答とした（回収

率91.2％）．対象の保健師の就職希望については，
卒後数年後は20％程度，時期は未定だがいつかなり
たい者が75％程度，卒後は臨床看護の経験を積みた
い者が約85％と，2018年，2019年と2020年で同程度
であった．これまでの生活における保健師との接点
についてもあまりなかった，全くなかった者を合わ
せて，2018年，2019年と2020年ともに，９割程度で
あった．
２．保健師活動への印象（表４）
「保健師活動はイメージしにくいと思う」に対し

て，非常にそう思う，まあそう思う，を合わせた割
合が，2018年・2019年は65％であったが，2020年は
45.5％であった．「保健師活動を最もイメージでき
る時期」については，2018年・2019年では，実習１
週目12.2％，２週目27.3％，３週目59.0％と徐々に
上昇したが，2020年は，実習１週目10.4％，２週目
7.8％，３週目80.5％と，３週目に大きな上昇を認め
た．「保健師活動に魅力を感じる」「保健師はやりが
いのある仕事だと思う」については，2018年・2019

年と2020年の回答割合が同程度であった．
３．公衆衛生看護学実習に対する学習意欲（表５）
公衆衛生看護学実習に対する学習意欲９項目中，

８項目においては，2018年・2019年と2020年の有意
差は認めなかった．ただし，「公衆衛生看護学実習
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で保健師から十分関わってもらえた」の項目につい
ては，2020年は，2018年・2019年に比較して有意に
低かった（P＜0.001）．
４．学習目標項目の到達状況（表６）

2018年・2019年と2020年の学習到達得点平均値の
差の検討の結果，53項目中32項目で2020年が有意に
低くなった．また2018年，2019年の学習到達度の上
位10位は高い順に，「１．１）⑥地域の健康課題と
結び付けて，保健師活動のPDCAサイクルを展開図
に記入する」「３．２）②参加した各保健事業及び
保健活動の実施内容について説明する」「３．２）

③参加した各保健事業及び保健活動の目的・目標を
ふまえて，評価の視点を説明する」「４．２）①地
域組織・グループ活動の中で住民の主体性を引き出
す保健師の関わりや支援について説明する」「３．
２）①参加した各保健事業及び保健活動の目的・目
標を説明する」「４．家庭訪問１）④家庭訪問のた
めの交通手段や訪問時間の設定，服装の選択をする」
「４．家庭訪問２）②家庭訪問の目的を説明する」
「４．地域組織・グループ育成１）①参加した地域
組織・グループ活動の目的を説明する」「２．１）
①保健所と市町村のそれぞれの組織を説明する」
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表４ 保健師活動への印象

表３ 対象者の基本属性



「２．１）②保健所と市町村の役割と機能について
説明する」「４．家庭訪問３）②日常生活の場にお
ける保健師の支援方法を理解する」「４．家庭訪問
４）①家庭訪問記録用紙（様式３・４）に的確に記
載する」「４．健康相談・健康教育１）①健康相談
及び健康教育の法的根拠を説明する」「４．健康相
談・健康教育１）②参加した健康相談・健康教育の
目的，対象，内容（相談・教育内容，担当者の職種
と人数，会場，配布資料の活用，年間実施回数，予
算など）を説明する」「４．地域組織・グループ育
成２）②地域組織・グループ活動の中での保健師と
他の専門職との関わりについて説明する」であった．
下位10位は低い順に「５．２）①保健師が行う看
護研究の実際を理解する」「３．１）⑤参加した各
保健事業及び保健活動を通じて，ソーシャルキャピ
タルの醸成やその核となる人材の育成について説明
する」「５．２）②公衆衛生看護学の発展や保健師
活動の質の向上を目的として，看護研究と保健師活
動のつながりを説明する」「１．１）⑤地域住民の
健康に関する情報を経時的に集積しアセスメントす
る」「３．④健康危機（感染症・虐待・災害等）へ
の管理体制や予防活動を説明する」「４．家庭訪問
３）③関係機関との連携の方法や社会資源の活用の

方法について説明する」「４．家庭訪問３）④家庭
訪問した事例と保健施策の関係を説明する」「４．
家庭訪問２）⑤訪問計画を立てる」「３．１）①母
子保健，成人･高齢者保健，精神保健，難病対策，
感染症対策，健康づくりの事業，健康危機管理，障
害者福祉についてその概要と法的根拠を説明する」
「１．２）①健康課題の抱えた住民が，その地域で
生活を継続できるためのケアシステムの必要性を説
明する」「１．１）①地域とは何か自分の言葉で表
現する」であった．

2020年の学習到達度の上位10位は，平均値が高い
順から「１．１）⑥地域の健康課題と結び付けて，
保健師活動のPDCAサイクルを展開図に記入する」，
「１．１）④実習地域の人口構成や自然環境･社会･
経済･文化など地域の特徴をアセスメントする」，
「２．１）②保健所と市町村の役割と機能について
説明する」，「２．１）①保健所と市町村のそれぞれ
の組織を説明する」，「１．１）②情報収集の方法と
情報の根拠を説明する」，「１．１）③住民の保健行
動を支える地域の資源についてアセスメントする」，
「１．１）①地域とは何か自分の言葉で表現する」，
「２．１）③保健所と市町村の連携について説明す
る」，「４．地域組織・グループ育成２）②地域組
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表５ 公衆衛生看護学実習に対する学習意欲
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表６ 実習後の学習到達得点と学習到達度



織・グループ活動の中での保健師と他の専門職との
関わりについて説明する」，「４．健康教育・健康相
談３）②健康教育が目指す地域への効果について説
明する」であった．下位10位は，平均値の低い順に，
「４．家庭訪問４）①家庭訪問記録用紙に的確に記
載する」「４．家庭訪問２）⑤訪問計画を立てる」
「５．２）①保健師が行う看護研究の実際を理解す
る」「４．家庭訪問２）⑥家庭訪問の評価方法を説
明する」「４．４）家庭訪問②家庭訪問の記録の目
的，各種記録用紙の形式（記入項目），閲覧者，管
理方法（保管場所，保管の仕方，保管期間，訪問記
録の活用方法等）について説明する」「４．家庭訪
問３）④家庭訪問した事例と保健施策の関係を説明
する」「４．家庭訪問１）③対象者への連絡方法と
家庭訪問の約束の仕方について説明する」「４．家
庭訪問１）②対象者を把握したプロセスを説明する」
「５．２）②公衆衛生看護学の発展や保健師活動の
質の向上を目的として，看護研究と保健師活動のつ
ながりを説明する」「４．家庭訪問２）③家庭訪問
に必要な情報を収集する」「４．家庭訪問１）①家
庭訪問の法的根拠を説明する」であった．
各項目の学習到達度が８割以上であったのは2018

年，2019年は53項目中50項目（94.3％），2020年17

項目（32.1％），各項目の学習到達度が６割未満で
あったのは2018年，2019年は０項目，2020年は８項
目（15.1％）であった．

Ⅳ．考 察

１．実習に対する印象及び学習意欲
公衆衛生看護学実習に対する学習意欲の回答割合

において，実習で保健師から十分関わってもらえたと
いう印象で2020年が有意に低かった．これは，臨地実
習期間の短縮に伴い，保健師から直接指導を受ける機
会の減少に伴う結果であると考えられた．学生が実習
において，保健師から関わってもらえたという主観は，
双方向のコミュニケーションによるオンライン実習に
おいても限界があることも示唆された．
ただし，公衆衛生看護学実習に対する学習意欲，

及び保健師活動への印象については，2018年・2019

年と比較して2020年が顕著に低下することはなかっ
た．この背景には，オンライン実習において，県の
統括保健師をはじめ，保健所保健師，市町村保健師，

養護教諭，産業保健師による系統立てられた講義を
聞くことで，保健師活動の理解を深化させ，実習に
対して肯定的な印象を持ったことが影響しているの
ではないかと考える．また，オンライン実習におけ
る保健師の講義には「保健所におけるCOVID‑19対
策の実際」「COVID‑19の影響にある市町村保健活
動の実際」などが含まれた．現在の公衆衛生学上，
重大な健康課題について，臨場感のある保健師活動
の実際を学べたことで，学習意欲の保持につながっ
たことも推察される．
２．学習目標到達度から見た臨地実習の意義

2020年の学習到達得点平均値の上位には，学習目
標大項目５項目のうち「１．公衆衛生看護活動のプ
ロセス」「２．保健所と市町村の役割と機能」の項
目が複数含まれた．オンライン実習や課題学習など
臨地に赴かない学習において，地域の概況の把握，
地域診断を含めた公衆衛生看護活動を展開図に記述
させること，保健所と市町村の役割機能を学ぶこと
は一定の成果があることが示唆された．
しかし一方で，2020年の学習到達得点平均値の下

位には，家庭訪問，看護学の各分野の理論の統合と
地域看護学の実践が含まれた．さらに2018年・2019

年は学習到達度が８割を超えた項目が53項目中９割
以上であったが，2020年は３割にとどまった．また，
2018年・2019年には６割未満の項目は認めなかった
が，2020年は15％の項目が該当した．学習到達得点
平均値の下位，学習到達度６割未満に該当した項目
には，家庭訪問技術における訪問計画，評価，記録
の仕方や保健師が行う看護研究の実際等が含まれ
た．保健師が行う看護研究の実際を学ぶことについ
ては，これまで明らかになっていた課題であったが，
2020年はさらに深刻な到達度となった．宮崎ら10）は，
臨地実習における指導者の役割として，家庭訪問実
施時には，学生が把握した対象の現状を確認し，そ
の情報をもとにどのように理解したかという判断を
把握すること，対象のニーズを踏まえた関わりの方
針を共有することで，教育的効果を学生に及ぼすこ
とを示している．2020年度，COVID‑19の影響下にあ
った実習では，対象への訪問機会の減少に伴い，指
導者と学生との教育的関わりの機会が減少していた．
本研究結果より，オンラインを利用した2020年度
の実習では対象のニーズに沿った家庭訪問の実施，
事業や活動を通じて地域における人材育成を学ぶこ
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と，保健師が行う看護研究と保健師活動の関連を学
ぶこと等の技術の獲得が困難であったことが示され
た．そしてこれらの技術は，臨地実習においてこそ
習得できる学習内容であり，臨地実習における，実
習指導者と教員による教育的な関わりを連動させる
ことによって，学習到達度の向上に資することが示
唆された．今後もCOVID‑19の影響下において，臨
地実習の短縮などの可能性も否定できない．その場
合には学内の実習における教育方法の工夫が必要で
ある．例えば家庭訪問については，視聴覚教材やペ
ーパー上の事例などを用いて，対象の把握や訪問計画
を立てること，家庭訪問記録への記入の経験を確実に
することが必要である．また，事業や活動を通じた地
域における人材育成については，地域の活動展開事例
をもとに，ソーシャルキャピタルの概念と実践を統合
させることが必要である．看護研究と保健師活動の関
連については，保健師が行った研究論文等を精読しな
がら，保健師が活動の実践知をどのようにエビデンス
として構築したかという視点で学生同士がディスカッ
ションすることなどが挙げられる．

2020年はCOVID‑19の影響下での実習となり，学
生にとって臨地実習における十分学習の機会を得る
ことが困難であった．しかしながら卒業後は，これ
までの卒業生と同様の保健師としての役割を地域社
会に求められる．本研究において，2018年・2019年
と比較して2020年の学習到達得点が低かった家庭訪
問，保健事業及び保健活動，健康相談・健康教育，
地域組織・グループ育成の技術については，卒後に
公衆衛生看護実践力として獲得していけるよう支援
する必要がある．この実践力の向上のために，看護
基礎教育と卒後教育の有機的な連携のもと，卒後に
対する不安，卒後の看護実践の実態と現任教育の現
状も踏まえ，保健師としてのアイデンティティを確
立できる保健師新任期教育の体制のあり方を探究し
確立していくことが今後の課題である．
研究の限界として，本研究において2020年度はオ
ンライン実習のみの学生，保健所で実習した学生と
市町村で実習した学生のパターンがあるが，全ての
学生のデータを分析したため，オンライン実習と臨
地実習，実習施設による学習到達度の違いを示すこ
とができていない．

Ⅴ．結 論

本研究では，COVID‑19の影響下で実施した実習
の成果および課題を明らかにすることを目的とし，
2018年〜2020年に公衆衛生看護学実習を履修した学
生に調査を実施した結果，実習において保健師から
十分関わってもらったという主観はCOVID‑19影響
前に比べて有意に低かった．また，学習到達度も53

項目中32項目でCOVID‑19影響前より低かった．学
習到達度の低かった家庭訪問，保健事業，地域組
織・グループ育成等の技術は，実習でこそ学べる技
術であることが明確となったが，COVID‑19影響下
で実習を行った2020年の学生については，これらの
技術を獲得できるよう，看護基礎教育と卒後教育の
有機的な連携のもと，保健師新任期教育の体制を確
立する必要がある．
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This study aimed to clarify outcome of the public

health nursing practice conducted under the

influence of COVID‑19. A self‑administered

anonymous questionnaire survey was performed

for 4th grader students at University from 2018

through 2020. The investigation items consisted of

basic attributes, impression of public health nurse

activity, learning motivation and learning target

items. We compared shortened clinical practice

and online practice enforced in 2020 and before.

For 217 effective answers, "A public health nurse

was involved in practice sufficiently" was

significantly low. In top learning achievement

scores of 2020 included many of the items from

the the learning target "Process of public health

nursing activity" and "Role and function of public

health center and municipalities. In 2018 and 2019,

learning achievement degrees were over 80% in

94.3% of 53 items while on the other hand it was

only 32.1% in 2020. Learning achievement degrees

were less than 60% in no items in 2018 and 2019

while it was 15.1% in 2020. For the techniques of

health service and health practice for which the

learning achievement degree were low in 2020, it

is necessary to support students so that they can

acquire them as a public health nursing practice

ability.
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